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(57)【要約】
【課題】アルバムのレイアウトを修正する場合に、レイ
アウト変更が好ましくない画像についてはレイアウト条
件を固定したままレイアウトの修正を行う。
【解決手段】アルバムのページ総数の範囲を設定するス
テップと、アルバムに掲載される画像群の中にレイアウ
ト条件を固定すべきものがあるか否かを検出するステッ
プと、固定すべき画像が検出された場合、アルバムに掲
載される画像群を、レイアウト条件を固定すべき第１グ
ループと、そうでない第２グループとに分けるステップ
と、グループ毎に、レイアウトを設定するステップと、
このステップにおいて設定されたレイアウトに係るペー
ジ総数が、設定されたページ総数の範囲内であるか否か
を判断するステップと、このステップにおいて、ページ
総数が範囲内ではない場合に、第２グループにおけるペ
ージ内の画像数を変更して、ページ総数がページ総数の
範囲内になるようにレイアウトを修正する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アルバムプリントの画像配置に関する画像レイアウト設定方法であって、
　アルバムに掲載される画像群の中にレイアウト条件を固定すべきものがあるか否かを検
出するレイアウト固定画像検出ステップと、
　レイアウト条件を固定すべき画像が検出された場合、アルバムに掲載される画像群を、
レイアウト条件を固定すべき少なくとも１つの第１グループと、レイアウト条件を変更可
能な少なくとも１つの第２グループとに分けるグループ分けステップと、
　前記第１グループおよび第２グループ毎に、レイアウトを設定するグループレイアウト
設定ステップと、
　このグループレイアウト設定ステップにおいて設定されたレイアウトが適正であるか否
かを判断するレイアウト適正判断ステップと、
　このレイアウト適正判断ステップにおいて、レイアウトが適正ではないという結果の場
合に、前記第２グループにおけるレイアウトを修正するレイアウト修正ステップと、を有
する画像レイアウト設定方法。
【請求項２】
　前記アルバムのページ総数の範囲を設定するページ総数範囲設定ステップを、さらに有
し、
　前記レイアウト適正判断ステップは、前記グループレイアウト設定ステップにおいて設
定されたレイアウトに係るページ総数が、前記ページ総数範囲設定ステップで設定された
ページ総数の範囲内であるか否かを判断するページ総数判断ステップを有しており、
　前記レイアウト修正ステップは、前記ページ総数判断ステップにおいて、ページ総数が
範囲内ではないという結果の場合に、前記第２グループにおけるページ内の画像数を変更
して、前記ページ総数が前記ページ総数の範囲内になるようにレイアウトを修正する、請
求項１に記載の画像レイアウト設定方法。
【請求項３】
　アルバムの１ページに掲載される最大画像数を設定する最大画像数設定ステップと、
　アルバムの前記各グループ内に掲載される画像総数を決定するグループ内画像総数決定
ステップと、を有し、
　前記グループレイアウト設定ステップは、前記最大画像数と前記グループ内画像総数に
基づいて、それぞれのページ内の画像数およびページ総数を決定し、レイアウトを設定す
る請求項１又は２に記載の画像レイアウト設定方法。
【請求項４】
　前記ページ総数判断ステップにおいて、ページ総数が範囲を超えており、かつ、前記第
２グループが複数存在する場合、前記レイアウト修正ステップは、各第２グループから均
等にページ数を間引く処理を実行する請求項２又は３に記載の画像レイアウト設定方法。
【請求項５】
　アルバムの１ページに掲載される最小画像数に基づいて、アルバムに掲載される画像群
を初期グループ化する初期グループ化ステップを有し、この初期グループ化ステップの後
に、前記グループ分けステップが行われる請求項１～４のいずれか１項に記載の画像レイ
アウト設定方法。
【請求項６】
　アルバムプリントの画像配置に関する画像レイアウト設定装置であって、
　アルバムに掲載される画像群の中にレイアウト条件を固定すべきものがあるか否かを検
出するレイアウト固定画像検出部と、
　レイアウト条件を固定すべき画像が検出された場合、アルバムに掲載される画像群を、
レイアウト条件を固定すべき少なくとも１つの第１グループと、レイアウト条件を変更可
能な少なくとも１つの第２グループとに分けるグループ分け部と、
　前記第１グループおよび第２グループ毎に、レイアウトを設定するグループレイアウト
設定部と、
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　このグループレイアウト設定部において設定されたレイアウトが適正であるか否かを判
断するレイアウト適正判断部と、
　このレイアウト適正判断部において、レイアウトが適正ではないという結果の場合に、
前記第２グループにおけるレイアウトを修正するレイアウト修正部と、を有する画像レイ
アウト設定装置。
【請求項７】
　前記アルバムのページ総数の範囲を設定するページ総数範囲設定部、をさらに有し、
　前記レイアウト適正判断部は、前記グループレイアウト設定部において設定されたレイ
アウトに係るページ総数が、前記ページ総数範囲設定部で設定されたページ総数の範囲内
であるか否かを判断するページ総数判断部を有しており、
　前記レイアウト修正部は、前記ページ総数判断部において、ページ総数が範囲内ではな
いという結果の場合に、前記第２グループにおけるページ内の画像数を変更して、前記ペ
ージ総数が前記ページ総数の範囲内になるようにレイアウトを修正する、請求項６に記載
の画像レイアウト設定装置。
【請求項８】
　アルバムの１ページに掲載される最大画像数を設定する最大画像数設定部と、
　アルバムの前記各グループ内に掲載される画像総数を決定するグループ内画像総数決定
部と、を有し、
　前記グループレイアウト設定部は、前記最大画像数と前記グループ内画像総数に基づい
て、それぞれのページ内の画像数およびページ総数を決定し、レイアウトを設定する請求
項６又は７に記載の画像レイアウト設定装置。
【請求項９】
　前記ページ総数判断部において、ページ総数が範囲を超えており、かつ、前記第２グル
ープが複数存在する場合、前記レイアウト修正部は、各第２グループから均等にページ数
を間引く処理を実行する請求項６～８のいずれか１項に記載の画像レイアウト設定装置。
【請求項１０】
　アルバムの１ページに掲載される最小画像数に基づいて、アルバムに掲載される画像群
を初期グループ化する初期グループ化部を有し、この初期グループ化の後に、前記グルー
プ分けが行われる請求項６～９のいずれか１項に記載の画像レイアウト設定装置。　
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、アルバムプリントの画像配置に関する画像レイアウト設定方法及び画像レイ
アウト設定装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年の写真店（ミニラボ店とも称される。）のプリントサービスとして、写真プリント
をアルバム状態に作成するアルバムプリントサービスがある。このアルバムプリントは、
例えば、表紙と中ページから構成され、中ページには、コマ画像が配置されてプリントさ
れる。そして、表紙と中ページを製本してアルバムを作成するタイプ（例えば、特許文献
１）や、写真プリントの一部に孔（単数で複数でもよい）を形成して、この孔にリングで
纏めるタイプ（例えば、特許文献２）等がある。また、長尺のシートに複数のページのプ
リントをし、ページ間を蛇腹に折り曲げるタイプ（例えば、特許文献３）もある。
【０００３】
　また、アルバムの中ページにコマ画像をどのようにレイアウトするかを決めるために、
画像総数、ページ総数、１ページあたりの画像数、画像のタイプ等の情報に基づいて設定
するのが通常である。
【０００４】
　また、アルバムの中ページにコマ画像をどのようにレイアウトするかを決めるために、
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画像総数、ページ総数、１ページあたりの画像数、画像のタイプ等の情報に基づいて設定
するのが通常である。
【０００５】
【特許文献１】特開２００８－１１４４１９号公報
【特許文献２】特開２００８－９３８８８号公報
【特許文献３】特開２００７－２５３５７４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、これら複数の情報の組み合わせは、多数考えられるため、アルバム注文
者や写真店のオペレータが、個人的観点から適宜レイアウトを設定していた。例えば、最
初に中ページの総数を決定して、各ページの掲載画像数を変えたり、または、アルバムに
掲載される画像総数を決定して、中ページの総数を変えたりしてレイアウトを設定するこ
とが想定される。また、このレイアウト設定には長時間を要しており、顧客満足度や作業
性の観点から短時間でレイアウト設定する必要がある。
【０００７】
　また、レイアウトの設定を行うときに、パラメータを与えて自動的にレイアウトの設定
を行う方法も考えられる。例えば、アルバムに掲載される画像総数や、アルバムの１ペー
ジに掲載される最大画像数をパラメータとして、レイアウトを自動設定する方法である。
かかる場合、アルバムのページ総数が設定されているページ総数範囲に収まればよいが、
収まらない場合は、レイアウトの修正を行う必要がある。
【０００８】
　例えば、ページ総数が範囲を超えた場合は、ページ数を削除していく必要がある。ペー
ジ数を削除した場合でも、画像総数は維持するのが通常であるから、１ページあたりの画
像の掲載枚数が増えることになる。例えば、１ページに掲載する画像を１枚から２枚にす
ることで、ページ数を減らすことができる。この場合、画像のサイズが小さくなることに
なる。
【０００９】
　しかしながら、画像によっては、当初に定めたレイアウト条件を変更しない方がよい場
合がある。上記の例だと、大勢の人数が撮影されている画像の場合、画像サイズを小さく
すると、画像の見栄えが低下し、アルバムとしては望ましくない方向へのレイアウト修正
になる。このように、レイアウトの修正を行う場合に、レイアウトの修正対象から外した
方がよい画像あるいは画像群がある。上記の例の他、例えば、画像編集ソフトウェアによ
り画像編集した画像についても、画像のサイズを小さくしない方がアルバム品質上好まし
いと考えられる。
【００１０】
　本発明は上記実情に鑑みてなされたものであり、その課題は、アルバムのレイアウト設
定を修正する場合に、レイアウト変更が好ましくない画像についてはレイアウト条件を固
定したままレイアウトの修正を行うことが可能な画像レイアウト設定方法及び画像レイア
ウト設定装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記課題を解決するため本発明に係る画像レイアウト設定方法は、
　アルバムプリントの画像配置に関する画像レイアウト設定方法であって、
　アルバムに掲載される画像群の中にレイアウト条件を固定すべきものがあるか否かを検
出するレイアウト固定画像検出ステップと、
　レイアウト条件を固定すべき画像が検出された場合、アルバムに掲載される画像群を、
レイアウト条件を固定すべき少なくとも１つの第１グループと、レイアウト条件を変更可
能な少なくとも１つの第２グループとに分けるグループ分けステップと、
　前記第１グループおよび第２グループ毎に、レイアウトを設定するグループレイアウト
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設定ステップと、
　このグループレイアウト設定ステップにおいて設定されたレイアウトが適正であるか否
かを判断するレイアウト適正判断ステップと、
　このレイアウト適正判断ステップにおいて、レイアウトが適正ではないという結果の場
合に、前記第２グループにおけるレイアウトを修正するレイアウト修正ステップと、を有
することを特徴とするものである。
【００１２】
　この構成による画像レイアウト設定方法の作用・効果を説明する。アルバムは、各ペー
ジにそれぞれ画像が割り付けられることで構成されるが、レイアウトが適切に設定されな
いと、アルバムの製本やアルバムの見栄え、プリント代金等の面で問題が生じる可能性が
ある。そこで、本発明は、レイアウトが適切であるか否かを判断するステップを有してお
り、レイアウトが適切でなければ、レイアウトを修正するステップを有している。レイア
ウトの適否とは、例えば、画像のサイズ、配置、アルバムページ総数等に関するものなど
である。
【００１３】
　一方、アルバムに掲載される画像群の中にレイアウト条件を固定すべきものがあるか否
かを検出するようにしている。例えば、所定人数以上の人物が撮影されている画像がある
か否か、見開きページにまとめて掲載すべき画像であるか否かを検出する。このような画
像は、レイアウト修正の対象としない方が好ましく、レイアウト条件を固定すべきものし
て扱う。そこで、このような画像が検出された場合、アルバムに掲載される画像群を、レ
イアウト条件を固定すべき第１グループと、レイアウト条件を変更可能な第２グループに
分ける。
【００１４】
　１つのグループが何枚の画像で構成されるかは適宜決めることができるが、仮に、アル
バムの１ページに最低１枚の画像が掲載されるような場合、初期状態として、１画像＝１
つのグループとすることができる。例えば、アルバムの画像総数が１０枚であれば、まず
最初に１０のグループに分けることができる。そして、この１０グループをレイアウト条
件を固定すべきであるか否かに基づいて、第１グループか第２グループかに分ける。レイ
アウト条件としては、例えば、人物が４人以上撮影されているか否かとすることができ、
かかる画像はアルバムの１ページに１画像にすべきであることを予め決めておくことがで
きる。
【００１５】
　グループ分けした場合、第１グループ、第２グループは１つだけではなく、複数存在す
ることがありうる。例えば、上記の１０枚の画像のうち、時系列的に４枚目の画像が第１
グループであるとすれば、当該画像の前に撮影された３枚の画像が第２グループであり、
当該画像の後に撮影された６枚の画像も第２グループである。したがって、１０枚のグル
ープは、１つの第１グループと２つの第２グループに分けられることになる。また、上記
の例で、３枚目の画像と７枚目の画像が第１グループであれば、２つの第１グループと、
３つの第２グループに分けられることになる。
【００１６】
　以上のようにしてグループ分けした後、第１グループ毎、第２グループ毎にレイアウト
の設定を行う。このレイアウトの設定を行った後、レイアウトが適切であるか否かを判断
する。例えば、アルバムのページ総数が設定されたページ総数の範囲内であるか否かを判
断する。範囲内であれば、レイアウト設定は完了するが、範囲内でなければ、レイアウト
修正を行う必要がある。レイアウト修正を行う場合、第１グループに関しては、修正を行
わず、第２グループに関してのみ、ページ内の画像数を変更して、ページ総数の範囲内に
なるようにする。
【００１７】
　以上のような本発明の構成によれば、レイアウト条件の変更が好ましくない画像につい
てはレイアウト条件を固定したままレイアウトの修正を行うことが可能であり、適切な画
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質のアルバムプリントを作成可能な画像レイアウト設定方法を提供することができる。
【００１８】
　また、本発明は、前記アルバムのページ総数の範囲を設定するページ総数範囲設定ステ
ップを、さらに有し、
　前記レイアウト適正判断ステップは、前記グループレイアウト設定ステップにおいて設
定されたレイアウトに係るページ総数が、前記ページ総数範囲設定ステップで設定された
ページ総数の範囲内であるか否かを判断するページ総数判断ステップを有しており、
　前記レイアウト修正ステップは、前記ページ総数判断ステップにおいて、ページ総数が
範囲内ではないという結果の場合に、前記第２グループにおけるページ内の画像数を変更
して、前記ページ総数が前記ページ総数の範囲内になるようにレイアウトを修正する、と
いう構成を有している。
【００１９】
　アルバムは、各ページにそれぞれ画像が割り付けられることで構成されるが、アルバム
のページ総数が無制限に設定されることは、アルバムの製本やアルバムの見栄え、プリン
ト代金等の面で問題が生じる可能性がある。そこで、アルバムのページ総数の範囲（下限
、上限）を任意に設定できるようにしている。そして、レイアウト設定にて設定されたレ
イアウトに係るページ総数が、ページ総数の範囲内であるか否かを判断することができる
。これにより、写真店におけるアルバム製本の作成の作業性の向上と効率化、コストメリ
ット、アルバム製本注文者におけるアルバムの商品性の向上が可能となる。
【００２０】
　グループ分けした後、第１グループ毎、第２グループ毎にレイアウトの設定を行う。こ
のレイアウトの設定を行った後、アルバムのページ総数が設定されたページ総数の範囲内
であるか否かを判断する。範囲内であれば、レイアウト設定は完了するが、範囲内でなけ
れば、レイアウト修正を行う必要がある。レイアウト修正を行う場合、第１グループに関
しては、修正を行わず、第２グループに関してのみ、ページ内の画像数を変更して、ペー
ジ総数の範囲内になるようにする。ページ内の画像数を増やせば、ページ総数を減らす方
向に調整でき、ページ内の画像数を増加すれば、ページ総数を増加する方向に調整できる
。
【００２１】
　以上のような本発明の構成によれば、レイアウト条件の変更が好ましくない画像につい
てはレイアウト条件を固定したままレイアウトの修正を行うことが可能であり、適切な画
質のアルバムプリントを作成可能な画像レイアウト設定方法を提供することができる。
【００２２】
　本発明において、さらに、アルバムの１ページに掲載される最大画像数を設定する最大
画像数設定ステップと、
　アルバムの前記各グループ内に掲載される画像総数を決定するグループ内画像総数決定
ステップと、を有し、
　前記グループレイアウト設定ステップは、前記最大画像数と前記グループ内画像総数に
基づいて、それぞれのページ内の画像数およびページ総数を決定し、レイアウトを設定す
ることが好ましい。
【００２３】
　このグループレイアウト設定ステップでは、アルバムの各グループ内に掲載される画像
総数を決定し、アルバムの１ページに掲載される最大画像数を設定し、前記グループ内画
像総数と前記最大画像数に基づいて、それぞれのページ内の画像数を決定し、レイアウト
を設定することができる。よって、従来よりも少ない条件の、画像総数と１ページに掲載
される最大画像数により、アルバムのレイアウト（少なくとも、１ページあたりの画像数
およびページ総数）を設定できるため、多数の組み合わせの中から特定のパターンのレイ
アウト（それぞれのページ内の画像数）を簡単かつ短時間に設定することができる。なお
、「レイアウト」は、ページ総数、１ページあたりの画像数、コマ画像のサイズ、ページ
に対する位置関係も含む概念である。
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【００２４】
　レイアウト設定の際に、予め設定された固定パターンを用いることができる。固定パタ
ーンの例としては、１ページに１コマ、２コマあるいは３コマ等、また、偶数ページは１
コマ＋奇数ページは２コマ、偶数ページは２コマ、奇数ページは１コマ等、また、１ペー
ジ目は１コマ、２ページ目は２コマ、３ページ目は３コマ、４ページ目は２コマ等、多数
のパターンが挙げられる。また、乱数に基づいてページあたりのコマ数を設定することが
できる。乱数の発生は所定の乱数発生プログラムを用いることができる。また、固定パタ
ーンと乱数に基づく設定を所定のルールで組み合わせて用いることができる。また、アル
バムの総ページ数は、両面印刷の場合に、偶数になるように設定される。
【００２５】
　本発明に係るページ総数判断ステップにおいて、ページ総数が範囲を超えており、かつ
、前記第２グループが複数存在する場合、前記レイアウト修正ステップは、各第２グルー
プから均等にページ数を間引く処理を実行することが好ましい。
【００２６】
　ページ総数が範囲を超えている場合、ページ数を減らす必要がある。前述の例で、３つ
の第２グループ（２Ａ，２Ｂ，２Ｃとする）と２つの第１グループ（１Ａ，１Ｂ）に分け
られている場合、第１グループ１Ａ，１Ｂに関しては、レイアウト修正を行わないためペ
ージ数は減らさない。第２グループ２Ａ，２Ｂ，２Ｃからページを減らす。例えば、３ペ
ージ減らす必要があれば、２Ａ，２Ｂ，２Ｃから１ページずつ減らせばよい。４ページ減
らす必要があれば、例えば、２Ａから２ページ減らし、２Ｂ，２Ｃからそれぞれ１ページ
ずつ減らす。２ページ減らす必要があれば、例えば、２Ａ，２Ｂから（２Ｂ，２Ｃでもよ
い）それぞれ１ページずつ減らす。これにより、全体のレイアウトバランスを維持しなが
ら、ページ総数の調整を行うことができる。
【００２７】
　本発明において、アルバムの１ページに掲載される最小画像数に基づいて、アルバムに
掲載される画像群を初期グループ化する初期グループ化ステップを有し、この初期グルー
プ化ステップの後に、前記グループ分けステップが行われることが好ましい。
【００２８】
　本発明では、グループ分けステップで第１グループと第２グループに分けるが、その前
段階として、アルバムの１ページに掲載される最小画像数に基づいて、画像群を初期グル
ープ化する。例えば、前述の画像総数が１０枚で、１ページに掲載される最小画像数が１
枚である場合、１０のグループに分けられる。最小画像数が２であれば、５つの初期グル
ープに分けられる。これにより、次段階のグループ分けである第１・第２グループ分けを
行いやすくすることができる。
【００２９】
　本発明の課題を解決するため本発明に係る画像レイアウト設定装置は、
　アルバムプリントの画像配置に関する画像レイアウト設定装置であって、
　アルバムに掲載される画像群の中にレイアウト条件を固定すべきものがあるか否かを検
出するレイアウト固定画像検出部と、
　レイアウト条件を固定すべき画像が検出された場合、アルバムに掲載される画像群を、
レイアウト条件を固定すべき少なくとも１つの第１グループと、レイアウト条件を変更可
能な少なくとも１つの第２グループとに分けるグループ分け部と、
　前記第１グループおよび第２グループ毎に、レイアウトを設定するグループレイアウト
設定部と、
　このグループレイアウト設定部において設定されたレイアウトが適正であるか否かを判
断するレイアウト適正判断部と、
　このレイアウト適正判断部において、レイアウトが適正ではないという結果の場合に、
前記第２グループにおけるレイアウトを修正するレイアウト修正部と、を有することを特
徴とするものである。
【００３０】
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　この画像レイアウト設定装置は、上述の画像レイアウト設定方法を好適に用いることが
できる機能を備えており、よって、作用・効果は上述と同様である。
【００３１】
　また、上記の本発明は、前記アルバムのページ総数の範囲を設定するページ総数範囲設
定部、をさらに有し、
　前記レイアウト適正判断部は、前記グループレイアウト設定部において設定されたレイ
アウトに係るページ総数が、前記ページ総数範囲設定部で設定されたページ総数の範囲内
であるか否かを判断するページ総数判断部を有しており、
　前記レイアウト修正部は、前記ページ総数判断部において、ページ総数が範囲内ではな
いという結果の場合に、前記第２グループにおけるページ内の画像数を変更して、前記ペ
ージ総数が前記ページ総数の範囲内になるようにレイアウトを修正する、という構成を有
している。
【００３２】
　また、上記の本発明は、さらに、アルバムの１ページに掲載される最大画像数を設定す
る最大画像数設定部と、
　アルバムの前記各グループ内に掲載される画像総数を決定するグループ内画像総数決定
部と、を有し、
　前記グループレイアウト設定部は、前記最大画像数と前記グループ内画像総数に基づい
て、それぞれのページ内の画像数およびページ総数を決定し、レイアウトを設定する構成
を備えている。
【００３３】
　また、上記の本発明は、前記ページ総数判断に際し、ページ総数が範囲を超えており、
かつ、前記第２グループが複数存在する場合、前記レイアウト修正部は、各第２グループ
から均等にページ数を間引く処理を実行する構成をさらに備えている。
【００３４】
　また、上記の本発明は、アルバムの１ページに掲載される最小画像数に基づいて、アル
バムに掲載される画像群を初期グループ化する初期グループ化部を有し、この初期グルー
プ化の後に、前記グループ分けが行われる構成をさらに備えている。
【００３５】
　これらの作用・効果は、上記で説明した作用・効果と同様である。
【００３６】
　前記レイアウト条件を固定すべき画像は、画像の中に所定数以上の人物が映っている画
像であることが好ましい。
【００３７】
　画像の中に所定数以上の人物が撮影されている場合、レイアウト条件を変更して画像が
小さくなると人物の判別が難しくなるなどの問題がある。したがって、かかる画像の場合
は、レイアウト条件を固定することが好ましい。なお、所定数については、例えば、４人
、５人など適宜決めることができる。
【００３８】
　前記レイアウト条件を固定すべき画像は、見開きページにまとめて掲載すべき画像であ
ることが好ましい。見開きページとは、アルバムを開いたときに、左側ページと右側ペー
ジに掲載される画像群であり、同時に鑑賞可能した方が好ましい画像群である。例えば、
短時間の間に撮影した連続写真、同じ背景を有する写真、同じ観光地で撮影した写真など
である。
【００３９】
　かかる画像の場合は、見開き状態が維持されるようにレイアウト条件を固定することが
好ましい。
【００４０】
　本発明において、「オーダー」は、写真プリント（アルバムプリントを含む）を作成す
る場合の注文単位である。「１オーダ」は、フィルム１本分あるいは複数本分、記録メデ
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ィア１個分あるいは複数個分、画像データフォルダ１個分あるいは複数個分についてのプ
リント注文に係る画像データ群を指すものであるが、これに限定されるものではなく、１
オーダーの概念はオペレータ、注文者により適宜設定することができる。以下、同様であ
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４１】
　本発明に係る画像レイアウト設定装置を備えるプリント注文受付装置について説明する
。図１は、写真店に設置される写真処理システムの構成の一例を示している。プリンタの
種類、設置台数は図1に限定されない。また、画像処理装置４、プリント注文受付装置１
の設置台数も図1に限定されない。写真処理システムを構成するそれぞれの装置はお互い
がLAN等のネットワークによって接続されている。
【００４２】
　＜システムの構成＞
　この写真処理システムは、写真プリントの作成や記憶媒体への画像書き込みといった画
像記録を行うためのシステムである。写真プリントの注文に係る画像データは、顧客が自
ら持参した記録メディアに記録されている。顧客は、プリント注文受付装置１を操作し、
記録メディアに記録された画像データに基づく写真プリントの注文を行なえる。また、注
文に係る画像データは、ネガフィルムからスキャナー（不図示）を用いて読みとることも
できる。また、注文者が自宅のPCや携帯端末からインターネットを経由し、写真店のサー
バにアクセスし注文する、いわゆるオンラインプリント注文も可能である。オンラインプ
リント注文は公知の構成であり詳細な説明は省略する。
【００４３】
　銀塩式プリンタは、画像データに基づいて写真プリントの作成を行える。写真プリント
の作成を行う場合は、プリント用に処理された画像データを露光エンジンに送信し、ペー
パー等の写真感光材料に画像を焼付露光する。画像が焼付露光されたペーパーを現像処理
することで、写真プリントを作成することができる。
【００４４】
　また、不図示の媒体書き込み装置は、ＣＤ－Ｒ（記憶媒体の一例）等の記録メディアに
画像データの書き込みを行う機能を有する。画像処理装置４から画像データを媒体書き込
み装置に送信することで、ＣＤ－Ｒ等の記録メディアに画像データを書き込むことができ
る。
【００４５】
　（インクジェットプリンタ）
　インクジェットプリンタ３の主要機能について説明する。インクジェットプリンタ３は
、各種データ通信のための通信部（不図示）を備える。この通信部は、画像処理装置４か
らプリント用画像データを受信し、不図示のメモリに保存する。また、インクジェットプ
リンタ３は、情報処理装置を備えている。情報処理装置はインクジェットプリンタ３に組
み込まれていてもよく、別体として切り離せる構成でもよい。情報処理装置としてはパー
ソナルコンピュータが例示される。
【００４６】
　インクジェットプリンタ３は、ＲＩＰ処理部（不図示）を有し、このＲＩＰ処理部はＲ
ＩＰ処理を実行する機能である。ＲＩＰ処理部は、写真プリント処理に係るＲＧＢ画像デ
ータのプリント用画像データを、ＲＩＰ処理し、ＣＭＹＫごとのグレースケールデータに
展開する。ここでのＲＩＰ処理部は、ソフトウエアプログラムと上述の情報処理装置のハ
ードウェア資源（ＣＰＵ、メモリ等）との協働作用で構成される。
【００４７】
　図３にインクジェットプリンタ３の構成の概要を示す。このインクジェットプリンタ３
のプリント処理は以下の流れである。用紙ストック部３０に枚葉の用紙Ｐ（インクジェッ
ト用紙）がストックされ、用紙送り機構によって用紙Ｐが１枚づつ下流側に搬送される構
成である。搬送された用紙Ｐは、図面上、下側の印刷部（不図示）の吸引部３２によって
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吸引されて一次保持される。印刷部は、ＣＭＹＫごとのグレースケールデータに基づいて
印刷処理する。印刷部は、ＣＭＹＫのそれぞれのプリントヘッド３１を備えている。プリ
ントヘッド３１は、間欠搬送される用紙Ｐに対し、プリントヘッド３１が主走査方向に一
走査し、この走査時に、各色のインク吐出ノズルからインクが吐出し、用紙Ｐの表面に付
着する。この間欠搬送、主走査動作およびインク吐出動作を繰り返すことで、用紙Ｐの印
刷領域に画像が形成される。画像形成するためのデータ（ＣＭＹＫごとのグレースケール
データ）により、各インク吐出ノズルからの吐出量、吐出座標が算出される。この吐出量
、吐出座標に基づいてインク吐出ノズルが制御される。インク吐出の方法としては、イン
クが充填された圧力室内の容積がピエゾ素子によって変化することで、圧力室に連通する
インク吐出ノズルからインクを吐出する一般的なピエゾ方式が例示される。これらの制御
手段は、ＣＰＵ（ＭＰＵを含む）、メモリ、バス等のハードウェアと、各種制御手順を記
述したプログラムソフトウエアとで構成してもよく、専用回路、ファームウエア等の組合
せによって構成してもよい。
【００４８】
　プリントヘッド３１は、その底面に多数のインク吐出ノズルが設けられたヘッドユニッ
トが副走査方向に２段に並んで配置されている構成であってもよく、１段や３段以上の構
成でもよい。例えば、ヘッドユニットは７つのノズルアレイから構成され、各ノズルアレ
イにおいて、インク吐出ノズルが副走査方向に列状に配置される。これによって、各ヘッ
ドユニットはそれ単体でカラー画像を形成することが可能である。
【００４９】
　次いで、画像形成された用紙Ｐは、切断部３３に搬送される。片面印刷の場合に、切断
部３３（例えば、回転刃）は、用紙幅方向に移動することで、用紙Ｐ中の不必要部分を切
断する。なお、両面印刷の場合は、両面印刷終了後に切断処理を実行してもよい。次いで
、片面印刷の場合、用紙Ｐの裏面に、裏印字手段（不図示）によって識別番号、コマ番号
、日付等の情報が印刷される。なおこの裏印字処理は任意の処理である。次いで、搬送下
流側の乾燥手段３４によって、用紙Ｐの画像形成面を乾燥させる。乾燥処理された用紙Ｐ
は、図面上、上側に搬送される。そして、図３の下部に示すように、両面印刷する場合に
、用紙Ｐ１はリバース機構３５とローラ対３５１によって所定量送られてから停止して挟
持され、所定角度で回転する。用紙Ｐ１は、補助ローラ３５２およびローラ対３５１によ
る搬送作用によって、裏面が印刷されるように印刷部側に搬送される構成である。印刷部
では裏面に印刷処理をし、次いで必要に応じて切断処理し、次いで乾燥処理し、搬送下流
側の排出部３６に両面印刷された用紙Ｐ２が排出される。排出部３６は、仕分け手段（不
図示）を備え、これによって、オーダーごとに仕分け処理が行なわれる。
【００５０】
　（プリント注文受付装置）
　プリント注文受付装置１は、顧客により操作されるものであり、画像データの受付と注
文内容の設定等を行うことができる。プリント注文受付装置１は、それ自身が画像形成プ
リンタの機能を有していてもよい。例えば、熱昇華型のプリンタを内蔵している。この場
合、ネットワークに接続された他の装置と関係なく、独立してプリント処理を行うことも
できる。プリント注文受付装置１は、画像形成用のプリンタを内蔵していない場合、ある
いは他のプリンタで写真プリント（またはメディアへの書込み処理）をする場合には、ネ
ットワーク経由で画像処理装置４あるいは直接にプリンタ側にプリント対象の画像データ
を転送する。画像処理装置４については後述する。
【００５１】
　プリント注文受付装置１は、メディア駆動部１０を備えており、各種媒体Ａに格納され
ている画像データを内部に取り込むことができる。媒体Ａとしては、ＣＤ－Ｒ、デジタル
カメラ用の記憶メディア、ＭＯディスクなどが例としてあげられる。また、フラットベッ
ドスキャナー（不図示）により、写真フィルムのない写真プリントから画像データを取得
することができる。また、画像受付装置１は、モニター１２を備えており、入力した画像
データを画面に表示させることができる。また、注文内容の設定などは、モニター画面に
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設けられたタッチパネル１３により行うことができる。もちろん、キーボードやマウスな
どの入力手段を設けてもよい。
【００５２】
　プリント注文受付装置１は、受付証発行部１１を備えており、注文内容が確定すると、
受付証をプリントアウトする。受付証には、注文内容、課金情報、顧客情報などがプリン
トされる。この受付証を写真店の担当者に渡すことで、画像記録や料金支払いなどが行わ
れる。
【００５３】
　プリント注文受付装置１の構成を図２の機能ブロック図により説明する。プリント注文
受付装置１は、コントローラＣを備えており、各種ハードウェアとはインターフェース２
０を介して接続される。すなわち、メディア駆動部１０、受付証発行部１１、モニター１
２、タッチパネル１３、ハードディスク１４がインターフェース２０を介して接続される
。ハードディスク１４は、メディア駆動部１０を介して取得した画像データをその注文に
関するデータと共に保存する。ハードディスク１４は、大容量保存部手段としての機能の
他にＣＰＵ実行の際の作業領域として機能してもよい。また、コントローラＣ側には不図
示のメモリ（メインメモリ、ＲＯＭ等）が具備されている。
【００５４】
　インクジェットプリンタ３により写真プリントの作成を行う場合は、適宜のタイミング
で画像データおよび注文に関するデータを、ネットワーク・インターフェース１５を介し
て画像データ等をネットワークへ送出する構成である。
【００５５】
　表示制御部２１は、モニター１２に表示させる表示内容を制御する。表示制御部２１は
、注文受付処理を顧客が行い易いように、種々の操作に係る表示画面を提供する。操作画
面のデータは不図示のメモリに保存されている。操作画面の表示順番は、予め設定されて
いる。
【００５６】
　画像選択処理部２５は、アルバムプリント対象の画像を選択する機能である。「アルバ
ム対象の画像」は、表紙および中ページに使用されるコマ画像を含む。モニター１２に表
示された複数のコマ画像のうち、アルバムプリント対象の画像を個々に選択したり、全コ
マを選択できるように構成される。例えば、コマ画像がアルバム対象として未使用の状態
で表示され、顧客が自らの判断でアルバム対称のコマ画像を、タッチパネル１３を用いて
選択する構成である。
【００５７】
　天地調整処理部２６は、アルバムプリント対象の画像の天地方向を調整する機能である
。モニター１２に表示された複数のコマ画像のうち、アルバムプリント対象の画像に対し
て、天地調整を行える。天地調整方法としては、例えば右回りで９０度ごとに回転させて
もよく、１８０度回転させるように構成してもよい。また、モニター１２に表示された複
数のコマ画像のうち、アルバムプリント対象の画像を選択する前に、天地調整を行い、こ
の天地調整の後にアルバムプリント対象の画像を選択してもよい。この場合には、天地調
整されたコマ画像を確認してからアルバムに含ませるかを判断できるため、選択漏れをな
くし、また顧客の操作性を向上させることができる。
【００５８】
　また、天地調整処理部２６は、コマ画像ごとのＥｘｉｆ情報を取得し、Ｅｘｉｆ情報に
含まれるデータから天地方向を判断し、モニター１２に表示させる際に、自動的に天地方
向を調整した状態でコマ画像を表示できるように構成される。
【００５９】
　以上の画像選択処理部２５および天地調整処理部２６の機能によって、アルバムプリン
ト対象画像を特定できる。このように特定されて設定されたアルバム画像データのアルバ
ムプリント対象画像は、アルバム表示処理部２７の機能によって、アルバム仕上がり状態
として表示させることができる。
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【００６０】
　アルバム表示処理部２７は、アルバム仕上がり状態として、例えば、製本されたアルバ
ムの状態で表示する構成が例示される。この製本されたアルバムの場合に、表表紙から順
に１ページづつ最終ページ（あるいは裏表紙）まで開き、ページ単位あるいは見開きペー
ジ単位に、そこに配置されたコマ画像を確認することができる。また、この表表紙から順
に１ページづつ開く動作処理を自動で実行させる構成、ページを捲るタイミングを所定時
間（１～数秒）間隔に設定する構成、任意のページで停止させる構成、停止させた動作を
再度実行させる構成、当該開く動作処理の自動を解除し、入力指令によって１ページごと
に捲るように実行する構成、最終ページ（あるいは裏表紙）から順に１ページずつ表表紙
まで開く動作処理に変更する構成等もさらに有することができる。
【００６１】
　画像数選択処理部２２は、アルバムプリント注文可能な状態に設定する場合に、１ペー
ジあたりの画像数を固定値とするように選択する機能である。アルバムプリントの１ペー
ジあたりの画像数としては、例えば、１コマ、２コマ、３コマ等の選択、偶数ページごと
、奇数ページごとに選択することもできる。また、後述のレイアウト設定部１０３、最大
画像数設定部１０２等の機能を用いて、ページごとにランダムに掲載されるコマ数を設定
することができる。これら機能については後述する。
【００６２】
　アルバムサイズ選択処理部２３は、アルバムプリント注文可能な状態に設定する場合に
、アルバムのサイズを選択する機能である。アルバムサイズは、例えば、製本タイプの仕
上がりの場合、横幅８インチ×縦８インチ、横幅８インチ×縦１０インチ、横幅１０イン
チ×縦８インチ等が例示される。
【００６３】
　テンプレートデザイン選択処理部２４は、アルバムプリント注文可能な状態に設定する
場合に、アルバムのテンプレートデザインを選択する機能である。テンプレートデザイン
は、表紙、中ページとも同じデザインを選択するように構成できるし、表紙と中ページの
デザインを異なるように選択するように構成することもできる。また、中ページのデザイ
ンをページ単位、あるいは見開きページ単位に設定するように構成できる。
【００６４】
　画像処理部２８は、アルバムプリント注文可能な状態に設定した後に、アルバム画像デ
ータ（中ページのコマ画像と表紙のコマ画像を含む）に対する所定の画像処理を実行する
機能である。所定の画像処理としては、例えば、特定の画像を選択する処理や、当該選択
された画像に対する濃度変更処理、サイズ変更処理、配置変更処理および回転処理等が例
示される。また、これら選択された画像に対する各種処理を選択するための手段が具備さ
れている。
【００６５】
　画像処理部２８は、さらに、画像データに対して種々の画像処理を行う機能を有する。
画像処理の内容としては、例えば、色・濃度の補正、赤目補正、逆光補正、トリミングな
どの画像補正があげられる。プリントを作成する場合は、オリジナルの画像データに対し
て画像処理を行いプリント用画像データが生成される。
【００６６】
　表紙編集部２８１は、アルバムプリント注文可能な状態に設定した後に、アルバムの表
紙を編集する機能である。表紙の編集としては、例えば、表紙のコマ画像の選択、濃度変
更処理、サイズ変更処理、配置変更処理および回転処理等が例示される。表紙編集部２８
１の機能は画像処理部２８の機能に包含するように構成してもよい。
【００６７】
　部数設定部２９は、アルバムプリント注文可能な状態に設定した後に、プリント部数を
設定する機能である。
【００６８】
　コントローラＣの各機能は、例えば、コンピュータプログラムとＣＰＵおよびメモリ等
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の協働作用により実現することができ、このプログラムは、不図示のＲＯＭに記憶されて
いる。また、コントローラＣを専用回路、ファームウエア等で構成してもよく、それらの
組み合わせ構成としてもよい。
【００６９】
　（画像レイアウト設定）
　本発明の画像レイアウト設定装置（方法）の各機能について以下に説明する。
【００７０】
　画像総数決定部１０１は、アルバムに掲載される画像総数を決定する機能である。画像
総数を注文操作の前に予め設定しメモリに格納していてもよい。また、画像データの読み
込みの際に画像総数を直接入力する構成でもよく、画像データの選択処理（例えば上述の
画像選択処理部２５の機能）によって選択されたコマ画像の総数を画像総数として決定す
ることができる。
【００７１】
　グループ内画像総数決定部１０１ａは、後述するようにアルバムに掲載される画像群を
グループ分けした場合、アルバムの各グループ内に掲載される画像総数を決定する機能で
ある。このグループ内画像総数は、後述のグループ分け機能が実行されたのちに、自動的
に演算されるように構成される。
【００７２】
　最大画像数設定部１０２は、アルバムの１ページに掲載される最大画像数を設定する機
能である。例えば、最大画像数を１コマに設定すれば、１ページに必ず１コマ画像のレイ
アウトになる。また、最大画像数を３コマに設定すれば、１ページに１コマ画像のレイア
ウト、２コマ画像のレイアウト、３コマ画像のレイアウトがそれぞれ設定可能になる。こ
の最大画像数を注文操作の前に予め設定しメモリに格納していてもよい。また、注文操作
の際に、画像総数あるいは最大画像数のいずれか一つを設定するように構成することもで
きる。
【００７３】
　最小画像数設定部１０２ａは、アルバムの１ページに掲載される最小画像数を設定する
機能である。１ページに必ず１コマを掲載するのであれば、最小画像数は１コマとなる。
１ページに必ず２コマを掲載するのであれば、最小画像数は２コマとなる。
【００７４】
　レイアウト設定部１０３は、画像総数と最大画像数に基づいて、それぞれのページ内の
画像数およびページ総数を決定し、レイアウトを設定する機能である。この機能は、後述
のグループ分けがされないときに発揮される機能である。
【００７５】
　レイアウト設定の際に、予め設定された固定パターンを用いることができる。固定パタ
ーンの例としては、１ページに１コマ、２コマあるいは３コマ等、また、偶数ページは１
コマ＋奇数ページは２コマ、偶数ページは２コマ、奇数ページは１コマ等、また、１ペー
ジ目は１コマ、２ページ目は２コマ、３ページ目は３コマ、４ページ目は２コマ等、多数
のパターンを選択枝として持っている。また、乱数に基づいてページあたりのコマ数を設
定することができる。乱数の発生は所定の乱数発生プログラムを用いることができる。ま
た、固定パターンと乱数に基づく設定を所定のルールで組み合わせて用いることができる
。また、アルバムの総ページ数は、両面印刷の場合に、偶数になるように設定される。
【００７６】
　グループレイアウト設定部１０３ａは、グループ内画像総数と最大画像数に基づいて、
それぞれのページ内の画像数およびページ総数を決定し、レイアウトを設定する機能であ
る。この機能は、後述のグループ分けがされたときに発揮される機能である。
【００７７】
　具体的なレイアウト設定の機能は、レイアウト設定部１０３の機能と同じである。すな
わち、レイアウト設定部１０３が、画像総数と最大画像数に基づいてレイアウト設定をす
るのに対して、グループレイアウト設定部１０３ａは、グループ内画像総数と最大画像数
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に基づいてレイアウト設定を行う点が異なっている。
【００７８】
　また、アルバムのページ総数が、アルバム製本手段で作成可能なページ範囲内に設定さ
れる。アルバムタイプによって、アルバムのページ総数の範囲（下限、上限）が定められ
ており、この範囲内になるようにページ総数が制限される。すなわち、レイアウト設定部
１０３は、この制限を満足するようにレイアウトを設定する。
【００７９】
　ページ総数範囲設定部１０４は、アルバムのページ総数の範囲を設定する機能である。
ここで設定されるアルバムのページ総数の範囲は、上述のアルバム製本手段で制限される
ページ総数範囲内に設定される。写真店によって予めアルバムのページ総数の範囲（最小
ページ数と最大ページ数）が設定される。この設定されたデータは、不図示のメモリに格
納されている。また、別実施形態として、注文操作の際に、注文者あるいはオペレータが
、任意にアルバムのページ総数の範囲を設定するように構成できる。
【００８０】
　ページ総数判断部１０５は、レイアウト設定部１０３で設定されたレイアウトに係るペ
ージ総数が、ページ総数範囲設定部１０４で設定されたページ総数の範囲内であるか否か
を判断する機能である。また、ページ総数判断部１０５は、レイアウト設定部１０３で設
定されたレイアウトに係るページ総数が、アルバム製本手段で作成可能なページ範囲内で
あるか否かを判断する機能を有していてもよい。この場合において、ページ総数判断部１
０５の判断結果が、レイアウト設定部１０３で設定されたレイアウトに係るページ総数が
、アルバム製本手段で作成可能なページ範囲内でないとする結果の場合に、レイアウト設
定部１０３は、ページ内の画像数を変更して、ページ総数がページ総数の範囲内になるよ
うにレイアウトを再度設定する構成である。
【００８１】
　レイアウト修正部１０６は、ページ総数判断部１０５の判断結果が、レイアウト設定部
１０３で設定されたレイアウトに係るページ総数が、ページ総数範囲設定部１０４で設定
されたページ総数の範囲内でないとする結果の場合に、ページ内の画像数を変更して、ペ
ージ総数がページ総数の範囲内になるようにレイアウトを修正する機能である。このレイ
アウトの修正は、全てのページのレイアウトを再度設定することでもよく、一部のページ
について修正することでもよい。例えば、複数人の集合写真は１ページに１コマ画像にな
るようにして固定し（修正せずに）、また、連続写真を見開きページに固定し（修正せず
に）、これら固定されたコマ画像を掲載するページ以外のページのレイアウトを変更する
構成が挙げられる。修正に際し、１ページの掲載画像数を増減させてページ総数を調整す
る構成が挙げられ、任意のページの画像数を変化させる構成や、ランダムに選択したペー
ジの画像数を変化させるように構成できる。また、掲載されている画像数の多いページに
対して画像数を減らし、ページ数を増やす構成がある。また、掲載されている画像数が少
ない（例えば１コマ）ページが２枚以上連続していれば、１ページにまとめて掲載してペ
ージ数を減らす構成がある。
【００８２】
　レイアウト固定画像検出部１０８は、アルバムに掲載される画像群の中にレイアウト条
件を固定すべきものがあるか否かを検出する機能である。レイアウト条件を固定すべきも
のの例としては、次のようなものがあげられる。
【００８３】
　（Ａ）画像の中に所定人数以上の人物が撮影されている画像は、レイアウト条件を固定
すべきである。多くの人物が撮影されている画像は、例えば、１ページに１枚、もしくは
、見開き２ページに１枚に掲載した方が画質の面で好ましい。したがって、このような画
像はレイアウト条件を固定する方が好ましい。なお、顔画像の検出は、公知の顔検出アル
ゴリズムにより行うことができる。また、顔が検出された場合、所定の大きさ以上の顔が
検出された場合にのみ、人数としてカウントするように構成することもできる。撮影され
ている顔が小さすぎる場合は、人数としてカウントしないようにできる。所定人数に関し
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ては、例えば、４人、５人など適宜設定できるものであり、特定の人数に限定されるもの
ではない。
【００８４】
　（Ｂ）画像編集が行われた画像に関しては、レイアウト条件を固定した方が好ましい。
画像編集を行ったということは、重要な画像であると考えられるので、例えば、１ページ
に１枚、もしくは、見開き２ページに１枚に掲載した方が画質の面で好ましい。画像編集
としては、例えば、PhotoShop（登録商標）で編集した画像が例としてあげられる。画像
編集したか否かについては、画像ファイルに付帯するＥｘｉｆ情報に基づいて判断するこ
とができる。
【００８５】
　（Ｃ）所定時間内に撮影された画像に関しては、レイアウト条件を固定した方が好まし
い。例えば、比較的短時間内に撮影された一連の画像群は、見開きのページに掲載されて
同時に鑑賞できる状態が望ましい。したがって、これら一連の画像群に関しては、見開き
の状態と、画像のサイズを固定した方が好ましい。なお、所定時間については、適宜設定
することができる。例えば、１０分、１時間、１日、など適宜設定することができる。ま
た、複数の画像間の類似度を検出し、類似しているものは短時間の間に撮影されたものと
して扱うことができる。
【００８６】
　以上は、レイアウト条件を固定すべき画像及び画像群の例示であり、上記に限定される
ものではなく、写真店等において任意に設定することができる。また、顧客が自分で画像
を指定して設定できるようにしてもよい。
【００８７】
　初期グループ化部１０９は、アルバムの１ページに掲載される最小画像数に基づいて、
アルバムに掲載される画像群を初期グループ化する。アルバムのレイアウト設定を行うに
際して、本発明では、グループ化を行うが、その前段階として初期グループ化を行う。こ
れは、アルバムの１ページに掲載される最小画像数に基づいて、行われる。
【００８８】
　例えば、アルバムに掲載される画像の画像総数が１０枚で、１ページに掲載される最小
画像数が１枚である場合、１０のグループに分けられる。この場合、各グループは１枚の
画像で構成される。また、この段階ではアルバムのページ総数は表紙を除き、１０ページ
となっている。また、最小画像数が２であれば、５つの初期グループに分けられる。これ
により、次段階のグループ分けである第１・第２グループ分け（これらは、後述）を行い
やすくすることができる。
【００８９】
　最小画像数で初期グループ化するのは、レイアウト条件固定すべき画像の画質を考慮す
るためである。最小画像数が１枚であれば、１ページに１枚の画像が掲載されることにな
り、画質が維持される状態になる。したがって、このレイアウト条件を初期に設定してお
けば、レイアウト条件を固定すべき画像に関しては、基本的には、その後、レイアウト条
件を変更しなくてもよいことになる。最小画像数が２枚の場合も同様である。
【００９０】
　グループ分け部１１０は、前述のレイアウト条件を固定すべき画像が検出された場合、
アルバムに掲載される画像群を、レイアウト条件を固定すべき少なくとも１つの第１グル
ープと、レイアウト条件を変更可能な少なくとも１つの第２グループとに分ける機能を有
する。
【００９１】
　グループ分けをした場合、第１グループ、第２グループは１つだけではなく、複数存在
することがありうる。例えば、上記の１０枚の画像のうち、時系列的に４枚目の画像が第
１グループである（例えば、４人以上の人物が撮影されている）とすれば、当該画像の前
に撮影された３枚の画像が第２グループであり、当該画像の後に撮影された６枚の画像も
第２グループである。したがって、１０枚のグループは、１つの第１グループと２つの第
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２グループに分けられることになる。また、上記の例で、３枚目の画像と７枚目の画像が
第１グループであれば、２つの第１グループと、３つの第２グループに分けられることに
なる。また、４枚目の画像と５枚目の画像のように時系列的に連続する画像が第１グルー
プに属するべきものであれば、それぞれが第１グループであると扱うことができる。
【００９２】
　レイアウト適正判断部１０５は、レイアウト設定部１０３、グループレイアウト設定部
１０３ａにより設定されたレイアウトが適正であるか否かを判断する。レイアウト適正判
断部１０５の具体的な機能としては、ページ総数判断部１０５ａと見開き状態判断部１０
５ｂがある。
【００９３】
　また、ページ総数判断部１０５ａは、レイアウト修正部１０６で修正されたレイアウト
に係るページ総数が、ページ総数範囲設定部１０４で設定されたページ総数の範囲内であ
るか否かを判断する機能を有している。前記ページ総数が、前記のページ総数の範囲内に
なければ、再度レイアウト修正部１０６によるレイアウトの修正が行われる。すなわち、
前記ページ総数が、前記のページ総数の範囲内なるまで、レイアウト修正処理およびペー
ジ総数判断処理が繰り返される。一回のレイアウト修正処理で、前記ページ総数が、前記
のページ総数の範囲内なるように構成されることが好ましい。
【００９４】
　レイアウト修正部１０６の上記機能は、アルバムに掲載される画素群が第１グループと
第２グループにグループ分けされる場合、次のように行われる。第１グループの画像に関
しては、レイアウト修正は、行われないので、第２グループに関してのみレイアウト修正
が行われる。
【００９５】
　ページ総数が範囲を超えている場合、ページ数を減らす必要がある。前述の１０枚の画
像群の例で、３つの第２グループ（２Ａ，２Ｂ，２Ｃとする）と２つの第１グループ（１
Ａ，１Ｂ）に分けられている場合、第１グループ１Ａ，１Ｂに関しては、レイアウト修正
を行わないためページ数は減らさない。第２グループ２Ａ，２Ｂ，２Ｃからページを減ら
す。例えば、３ページ減らす必要があれば、２Ａ，２Ｂ，２Ｃから１ページずつ減らせば
よい。４ページ減らす必要があれば、例えば、２Ａから２ページ減らし、２Ｂ，２Ｃから
それぞれ１ページずつ減らす。２ページ減らす必要があれば、例えば、２Ａ，２Ｂから（
２Ｂ，２Ｃでもよい）それぞれ１ページずつ減らす。これにより、全体のレイアウトバラ
ンスを維持しながら、ページ総数の調整を行うことができる。
【００９６】
　上記の場合、仮に、第２グループ２Ａからのみ３ページ減らして、他の第２グループ２
Ｂ，２Ｃに関しては減らさないようにすると、第２グループ２Ａにサイズの小さな画像が
集中的に配置される可能性もあり、アルバム全体としてのバランスを崩す恐れがある。し
たがって、各第２グループから均等に減らすことで、レイアウトバランスを維持すること
ができる。
【００９７】
　上記の説明はページ数を減らす例であったが、ページ数を増やす場合についても同様に
考えることができる。
【００９８】
　見開き状態判断部１０５ｂは、レイアウト設定により設定された結果、見開きページに
配置されるべき画像（群）が見開き状態にレイアウトされているか否かを判断する。例え
ば、表裏両面プリントされる場合に、見開き配置にすべき画像群が表裏に分かれて掲載さ
れないようにする必要がある。これは、ページ総数が範囲内であったとしても判断すべき
内容となる。
【００９９】
　また、ページ増減を行うような場合、レイアウト条件を固定すべき画像が見開きに配置
すべきものであった場合、この見開き状態を維持したまま、ページ数の増減を行う必要が
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ある。例えば、６，７ページ目に見開きに配置される画像群の場合、１～５ページのうち
１ページだけ減らすと見開き状態が崩れてしまう。かかる場合は、偶数ページ分、例えば
、１～５ページのうち２ページ分を減らすようにレイアウト修正が行われる。これにより
、見開き状態を維持することができる。この点は、ページ数を増やす場合も同様である。
【０１００】
　レイアウト記憶制御部１０７は、画像総数と、レイアウトを関連づけてレイアウトデー
タ格納部１０８（記憶媒体に相当する）に記憶制御する機能である。また、画像総数が特
定されると、それに関連づけられたレイアウトを自動的に読み出し、レイアウトを設定す
る構成を、レイアウト設定部１０３の一機能に含ませることができる。一の画像総数に対
して複数のレイアウトを関連づけることができ、レイアウトのデータを記憶する際にレイ
アウトデータに識別情報を付加し、記憶または読み出しの際に判別できるように構成する
。また、一の画像総数に対して一のレイアウトになるように限定するように構成できる。
また、上述の識別情報を入力することで、同じアルバムのリプリントができるように構成
できる。
【０１０１】
　（画像処理装置）
　画像処理装置４は、オーダー単位に画像データを管理する機能を有している。また、オ
ーダー単位に写真プリント処理、メディアへの書込み処理を制御する機能を有している。
以下において、画像処理装置４の主要な構成要素の一例について説明するが、これに限定
されない。
【０１０２】
　画像処理装置４は、不図示のオーダー情報保存手段を備え、オーダー情報を保存する機
能を有している。また、画像処理装置４は、写真プリント注文に係る画像データやオーダ
ー情報を管理制御するオーダー管理手段を備えている。オーダー管理手段は、プリント処
理に関し、プリンタの設定、プリント順序等を設定できる。また、プリント順序に関し、
モニターにオーダー情報を表示させ、プリント順序を変更する機能も有する。
【０１０３】
　オーダー情報保存手段は、後述するプレジャッジ処理されて設定された補正情報、画像
データ、オーダー情報等を保存している。また、画像データは、補正情報に基づいて画像
処理された後のデータでもよい。
【０１０４】
　また、画像処理装置４は、各種操作画面としてモニター等の表示手段と、各種の入力用
にキーボード、マウス等の入力手段を備える。
【０１０５】
　（ジャッジ処理）
　ジャッジ手段は、画像データに対するプレジャッジ処理を実行する機能を有する。プレ
ジャッジ処理において、所定数のコマ画像をモニターに表示し、コマ画像ごとにプリント
条件を設定することができる。例えば、画像データ保存部に保存された、任意の画像デー
タ（オーダー単位の画像データ）を選択し、所定数（例えば、４コマ、６コマ）のコマ画
像をモニターに表示し、表示されたコマ画像に対し、プリント枚数、プリントサイズ、画
像の補正情報等のプリント条件を設定することができる。プレジャッジ処理は、画像デー
タに基づいて写真プリントを作成する前に、適切な画質の写真プリントが作成されるか否
かを判定するものであり、画像データに対する判定をオペレータが行なうための機能を提
供し、かかる機能は主としてソフトウェアにより提供される。このプレジャッジ処理は必
ず行なわなければならないものではなく、プレジャッジ処理を省略してプリント処理を行
うことも可能である。
【０１０６】
　ジャッジ手段は、例えば、色や濃度を補正するための補正情報を入力する機能を提供す
るものであり、かかる補正情報の入力は必要に応じて設定される。その他の補正情報の設
定としては、赤目補正、逆光補正などの特殊補正の設定が例としてあげられる。
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【０１０７】
　また、プリント枚数の設定としては、フィルムスキャナーから取得した画像データに関
してはデフォルトで１が設定されるが、オペレータの入力操作により変更することができ
る。設定された補正情報は、画像データ、オーダー情報に関連づけられてオーダー情報保
存部に保存される。
【０１０８】
　プリント用画像データ作成手段は、ジャッジ手段で設定されたプリント条件の補正デー
タ、プリントサイズ等の補正情報に基づいて、それに対応する画像データを画像処理し、
プリント用画像データ（ＲＧＢ画像データである）を作成する機能を有している。プリン
ト用画像データ作成手段は、コンピュータプログラムと、ＣＰＵ、メモリ等ハードウェア
資源との協働作用によって実現する構成や、また、専用回路で構成された画像処理基板で
の構成が例示される。画像処理基板としては、例えば、入力メモリ、画像処理回路部、展
開メモリにより構成され、画像処理回路部において所定の画像処理が行なわれる。具体的
には、プレジャッジ処理等の補正データに基づく色・濃度の補正、設定されたプリントサ
イズに従ったデータの拡縮処理などである。ここで作成されたプリント用画像データは、
プリンタ側に通信手段によって送信される。また、プリント用画像データ作成手段は、ア
ルバム画像データ作成手段によって作成されたアルバム画像データをコマ画像ごとの補正
情報に応じて画像処理する機能を有する。
【０１０９】
　アルバム作成データ保存手段は、アルバムテンプレート情報を保存している。アルバム
テンプレート情報は、例えば、アルバムのタイプ、アルバムサイズ、１ページ当たりの画
像数、画像の配置（レイアウト）、アルバムデザイン、表紙のデザイン等を有して構成さ
れ、プリント注文受付装置１で設定されるアルバムの各種設定情報を少なくとも有して構
成されている。
【０１１０】
　アルバム画像データ作成手段は、画像データとアルバム設定情報に基づいて、アルバム
画像データを作成する機能を有している。画像データは、プレジャッジ処理で設定された
補正情報に基づく画像処理が施されてもよく、予め設定されている所定の補正（例えば、
赤目補正等）が施されてもよい。
【０１１１】
　プリント注文受付装置１から受信したオーダー情報において、アルバムプリント対象の
コマ画像ごとの画像データ（各種の画像処理済み）とアルバム設定情報が含まれている場
合、アルバム設定情報中の各種ＩＤ情報をキーにアルバム作成データ保存手段に保存され
ているアルバム設定の各種データが検索される。検索されたアルバム設定データに基づい
て、画像データが画像合成処理されて、アルバム画像データが作成される。
【０１１２】
　また、別実施形態として、プリント注文受付装置１側で、アルバム画像データ作成手段
の機能を有している場合には、アルバム画像データ（上述のプリント注文受付装置１で説
明したアルバム画像データに相当する）がプリント注文受付装置１側から送信され、オー
ダー情報保存手段に保存される。この場合、画像処理装置４側でアルバム画像データを作
成する処理をしなくてもよいように構成できる。
【０１１３】
　また、アルバム画像データ作成手段で作成されたアルバム画像またはプリント注文受付
装置１側から送信されたアルバム画像データに係るアルバム画像を表示手段で表示し、オ
ペレータによる画像の確認あるいは編集が可能に構成される。
【０１１４】
　プリント制御手段は、プリント指示を受け付けると、プリント指示されたオーダーの画
像データに基づいてプリント用画像データを作成する指令をプリント用画像データ作成手
段に行ない、これに応じてプリント用画像データ作成部でプリント用画像データが作成さ
れる。
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【０１１５】
　また、アルバムプリント制御手段は、アルバム画像データ作成手段で作成されたアルバ
ム画像データまたはプリント注文受付装置１側から送信されたアルバム画像データをプリ
ントするように制御する機能である。アルバムプリント制御手段は、アルバムプリントの
指示を受け付けると、アルバム画像データに基づいてアルバムプリント用画像データを作
成する指令をプリント用画像データ作成手段に行ない、これに応じてプリント用画像デー
タ作成手段でアルバムプリント用画像データが作成される。作成されたアルバムプリント
用画像データがプリンタ側に送信され、プリンタにおいて、アルバムプリント用画像デー
タに基づく写真プリント処理が実行される。
【０１１６】
　なお、別実施形態として、プリント注文受付装置１側から直接にプリンタ側にアルバム
画像データを送信し、プリンタ側で、アルバムプリント用画像データが作成されてもよい
。
【０１１７】
　（プリント注文受付装置におけるアルバム注文のフロー）
　次に、図４、図４Ａのフローチャート、図４Ｂ，４Ｃ，４Ｄのグループ分けを説明する
図、図１０～２７の注文操作画面を用いて、アルバム注文の手順について説明する。この
注文操作とは別に、アルバムタイプ別のページ範囲およびページ総数範囲設定部１０４に
よるページ範囲が設定され、メモリに格納されている。
【０１１８】
　図１０のような注文操作画面で操作画面の言語の選択を行える。「日本語」の部分をタ
ッチすると、日本語の操作画面モードが選択されて、日本語で次のオーダーメニュー画面
が表示される。この操作画面の言語選択は、図５の操作画面の言語データに基づいて設定
される。なお、この画面は省略され次の画面から開始されていてもよい。
【０１１９】
　図１１のオーダーメニューの選択画面で、「アルバム」ボタン１１０１をタッチしてア
ルバム注文を選択する（ステップＳ１）。次の画面（図１２）で、アルバムプリントの注
文操作タイプを選択することができる。複数の注文操作タイプが設定されている場合にこ
の画面が表示される。ここでは「タイプ４（フォトブック）」ボタン１２０１をタッチし
次の画面に移行させる。なお、この画面は省略され、図１１から図１３の画面に移行する
ように構成できる。タイプ４（フォトブック）を選択することで、アルバムのレイアウト
をレイアウト設定部１０３の機能によって自動的に作成することができる。
【０１２０】
　図１３の画面で、メディアの種類を選択してあるいは選択せずに、顧客のメディアＡを
、プリント注文受付装置１のメディア駆動部１０に挿入する。メディアの種類を選択しな
い場合は自動的にメディアの種類が判定され、それに対応するメディア駆動部１０が起動
する。メディアＡから画像データが読み込まれる（ステップＳ２）。
【０１２１】
　メディアＡに複数のフォルダが作成されている場合がある。また、メディアＡから必要
な画像を選択して読み込ませたい要望がある。このような場合に、図１４の画面において
、メディアＡに作成されたフォルダ単位に読み込ませる構成と、撮影の日付けごとに読み
込ませる構成と、全コマ画像を読み込ませる構成を選択することができる。例えば、「フ
ォルダごとに分類」をタッチすると、図１５の画面に移行する。この画面では、画像デー
タがフォルダごとに分類されて表示され、選択に際し、複数のフォルダを選択できる。ま
た、フォルダ内のコマ画像をレビューさせて確認することができる。
【０１２２】
　また、画像データを読み込ませる場合に、画像データそのものではなく、コマ画像のサ
ムネイル画像データが読み込まれることが好ましい。サムネイル画像データが含まれてい
ない場合には、画像データが読み込まれ、オリジナル画像からサムネイル画像が生成され
てもよい。このサムネイル画像は表示のために用いられる。また、画像データあるいはサ
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ムネイル画像データには、画像ＩＤが含まれる。また、画像データにはＥｘｉｆ情報が含
まれていることが好ましい。
【０１２３】
　ここで画像データが選択されてデータが読み込まれることにより、コマ画像の総数であ
る画像総数が決定される。例えば、図１５の場合、読み込み画像数欄１５０１において、
１５４枚が読み込まれることになるため、画像総数は「１５４」に決定される（ステップ
Ｓ３）。
【０１２４】
　画像総数を上述のように決定することができるが、注文者がより的確にアルバム対象の
コマ画像を確認しながら選択することで、画像総数を決定することができる。例えば、図
１５から図１６の画面に移行させるように構成できる。この画面では、中ページに使用す
る画像の選択、天地調整を行なえる。図１６の画面において、コマ画像を個々に選択でき
る。一括して全画像を選択することもできる。また、天地調整のためにコマ画像を回転さ
せることができる。表示コマ数の切り替えや、現時点を基準に古い撮影日順にあるいは新
しい撮影日順に表示を切り替えることができる。この画面で選択されたコマ画像の総数を
画像総数として決定するように構成することができる。この図１６の画面は、後述するス
テップＳ１２の表紙画像の選択の直前あるいは直後に表示され、コマ画像の選択、天地調
整が行なわれても良い。
【０１２５】
　次いで、画像数が決定されると、既存のレイアウトを使用するか否かの判断がなされる
（ステップＳ４）。これはリプリントの場合に特に有効である。レイアウトデータ格納部
１０８に、既に設定され記憶されたレイアウトのデータが格納されている場合に、そのレ
イアウトの識別情報（例えば、図２８のレイアウトＩＤ）とレイアウトの内容（画像表示
でもよい）が少なくとも画面に表示され、選択できるように構成される。画像総数と注文
者の氏名、識別情報等も表示されるとリプリントの際の識別の点でより好ましい。例えば
、任意のレイアウトを選択した場合、レイアウトデータ格納部１０８から該当するレイア
ウトのデータが読み出され、ステップＳ１０の処理に移行する。既存のレイアウトのデー
タが格納されていない場合や、既存のレイアウトのデータを選択しない場合、ステップＳ
６に移行する。
【０１２６】
　次いで、ステップＳ６において、図１７の画面が表示される。この画面で、１ページあ
たりの最大画像数を選択できる（ステップＳ６）。例えば、「１コマ」をタッチすれば、
中ページの全てにおいて１コマ画像のみがプリントされる。例えば、「３コマ」をタッチ
すれば、ページごとに１コマ、２コマあるいは３コマがレイアウト設定部１０３によって
設定される（ステップＳ７）。なお、図１７では、最大６コマまで選択できるようになっ
ているが、これに制限されない。レイアウトの設定に際し、上述した固定パターンや乱数
に基づく設定手段、設定方法の他に、予め設定されているレイアウトデータ（図８）やア
ルバムテンプレートデータ（図６）に基づいて設定するように構成されてもよい。
【０１２７】
　（レイアウト設定の具体例）
　次に、本発明に係るレイアウト設定（Ｓ７）について、具体例をあげながら説明する。
まず、レイアウト条件を固定すべきものとして、人物が４名以上撮影されている画像を、
１ページあたり最小画像数で掲載したい（割り付けしたい）場合を説明する。ここでは、
最小画像数は１コマであるとする。なお、最小画像数は、使用するテンプレートにより決
められているものとするが、最小値は１コマである。ただし、見開きにまたがって１枚の
画像を掲載するような特殊なケースの場合、１コマ未満という数値になるが、以下の説明
では、特殊なケースは考慮外として行う。
【０１２８】
　アルバムに掲載する画像総数は１４枚であるとする。図４のレイアウト設定処理をより
詳細に示したものが図４Ａである。
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【０１２９】
　まず、１４枚の画像群について、最小画像数（１コマ）に基づいて、初期グループ化を
行う（Ｓ７０）。これを図４Ｂ（ａ）に概念的に示す。１４枚の画像は１４の初期グルー
プに分けられ、それぞれが１枚の画像により構成される。図では初期グループ１Ｇ～１４
Ｇで示されている。なお、１４枚の画像（＝初期グループ）は時系列に、すなわち、撮影
年月日の早い順に並んでおり、アルバムに掲載する場合も、その順番で掲載される。
【０１３０】
　次に、人物が４名以上撮影されている画像の検出を行う（Ｓ７１）。これはレイアウト
固定画像検出部１０９の機能により行われる。かかる画像が検出されなかった場合は、第
１グループ、第２グループのグループ分けは行われない。すなわち、１４枚の画像全体に
対してレイアウト設定が行われる（Ｓ７７）。
【０１３１】
　人物が４名以上撮影されている画像の検出が行われた場合、グループ分けが行われる。
ここでは、７番目の画像（初期グループ７Ｇ）と１３番目の画像（初期グループ１３Ｇ）
に４名以上の人物が検出されたものとする（図４Ｂ（ｂ））。
【０１３２】
　人物が４名以上撮影されている画像（グループ）については、レイアウト条件を固定す
べきものとして、第１グループ１Ａ，１Ｂに分類する。すなわち、初期グループ７Ｇは第
１グループ１Ａ、初期グループ１３Ｇは第１グループ１Ｂとし、２つの第１グループ１Ａ
，１Ｂが生成される。
【０１３３】
　次いで、初期グループ１Ｇ～６Ｇは第２グループ２Ａ、初期グループ８Ｇ～１２Ｇは第
２グループ２Ｂ、初期グループ１４Ｇは第２グループ２Ｃに分類する。すなわち、３つの
第２グループ２Ａ，２Ｂ，２Ｃが生成される。第２グループ２Ａ，２Ｂ，２Ｃは、レイア
ウト条件を変更可能なグループとなる。以上のグループ分けは、グループ分け部１１０の
機能により行われるものである。
【０１３４】
　次に、グループ毎にレイアウト設定を行う（Ｓ７３）。これは、グループレイアウト設
定部１０３ａの機能により行われる。このレイアウト設定に際して、各グループごとの最
小ページ数は１に固定し、最大ページ数は（グループ毎の画像数／最小画像数）とする。
本実施形態の場合、最小画像数＝１である。この規則に従うと、各グループのレイアウト
条件は図４Ｂ（ｄ）に示すとおりである。
【０１３５】
　第１グループ１Ａ，１Ｂについては、レイアウトを固定すべきグループであるので、当
該固定条件に従ってレイアウトされる。人物が４名以上撮影されている画像については、
例えば、１ページに１コマのように決めることができる。
【０１３６】
　図４（ｄ）に示すように、第２グループ２Ａについては、最小ページ＝１、最大ページ
＝６、画像数＝６である。この画像数は、グループ内画像総数決定部１０１ａにより設定
されるものである。第２グループ２Ｂについては、最小ページ＝１、最大ページ５、画像
数＝５である。第２グループ２Ｃについては、最小ページ＝１、最大ページ＝１、画像数
＝１である。第１グループ１Ａについては、最小ページ＝１、最大ページ＝１、画像数＝
１である。第１グループ１Ｂについては、最小ページ＝１、最大ページ＝１、画像数＝１
である。レイアウト設定の方法については前述のとおりであり、グループレイアウト設定
部１０３ａの機能により実行される。すなわち、グループ内画像総数と最大画像数に基づ
いてレイアウト設定を行う。最大画像数は、１ページに掲載できる最大の画像数であり、
ここでは仮に６コマに設定されているとする。
【０１３７】
　レイアウト設定を行った結果が図４Ｂ（ｅ）に示される。第２グループ２Ａは４ページ
、第２グループ２Ｂは３ページとなるようにレイアウト設定がされた。その他のグループ
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については、最小ページ＝１、最大ページ＝１、画像数＝１であり、１ページあたり１コ
マの画像配置となった。
【０１３８】
　レイアウト設定の後、ページ総数が範囲内であるかをページ総数判断部１０５ａにより
判断する。ページ総数は、現在の段階で１０ページ（＝４＋１＋３＋１＋１）となってい
る。ページ総数が範囲内であれば、次のステップへ進む。ページ数が範囲内でなければ、
レイアウト修正を行う（Ｓ７５）。ここでは、ページ総数の最大値が７ページであり、３
ページ超過したものと仮定して説明する。したがって、全体として３ページ減らす必要が
ある。ページを減らす対象は、第２グループのみであり、レイアウト条件を固定すべき第
１グループのページ数は減らさない。
【０１３９】
　この場合、特定のグループからのみページを減らすのは問題がある。例えば、第２グル
ープ２Ａを４ページから１ページに減らすと、画像サイズがかなり小さくなり、他のペー
ジとのレイアウトバランスが悪くなる。そこで、それぞれの第２グループから均等にペー
ジ数を減らすようにする。
【０１４０】
　この場合、第２グループ２Ａ，２Ｂ，２Ｃから１ページずつ減らすと、図４Ｂ（ｆ）の
ようになり、第２グループ２Ａ，２Ｂ，２Ｃは、３ページ、２ページ、０ページとなる。
ただし、最小ページ数は１に設定しており、第２グループ２Ｃが０ページにならないよう
にするため、第２グループ２Ｂから更に１ページを減らし、図４Ｂ（ｇ）のようにする。
この場合、図４Ｂ（ｈ）のように第２グループ２Ａから更に１ページを減らしてもよい。
このように、均等にページを減らしていく順序は適宜定めることができる。
【０１４１】
　上記において、最小ページを０に設定した場合は、第２グループ２Ｃが０ページになる
ようにしてもよい。この場合、第２グループ２Ｃに属する画像はアルバム掲載対象から外
れることになる。あるいは、第２グループ２Ｃに属する画像を他のグループ２Ａ，２Ｂに
属するように変更してもよい。
【０１４２】
　上記はページ数を減らす場合であったが、逆にページ数を増やす場合についても同様に
考えることができる。特定のグループのみについてページ数を増やすのではなく、均等に
ページを増やしていくようにする。ページを増やす場合、仮に、最小画像数が１の場合、
２ページ（見開き）にまたがって画像が掲載されることになる。最小画像数が２の場合、
１ページ増やすと、２ページにそれぞれ１枚ずつ掲載されることになる。
【０１４３】
　（レイアウト設定の具体例２）
　次に、レイアウト設定の別実施形態として、見開きに掲載すべき画像群がある場合の例
について説明する。見開きに掲載すべき画像群として、所定時間内に撮影された画像群が
例としてあげられる。
【０１４４】
　図４Ｃ（ａ）は全部で１２枚の画像があり、初期グループとしてＧ１～Ｇ１２が設定さ
れている。レイアウト固定画像の検出の結果、初期グループＧ７，Ｇ８が見開きにすべき
ものとして検出されたものとする。したがって、初期グループ１Ｇ～６Ｇは第２グループ
２Ａ、初期グループ９Ｇ～１２Ｇは第２グループ２Ｂに分類する。すなわち、２つの第２
グループ２Ａ，２Ｂが生成される。第２グループ２Ａ，２Ｂは、レイアウト条件を変更可
能なグループとなる。
【０１４５】
　初期グループＧ７，Ｇ８は第１グループ１Ａとなる。次に、レイアウト設定を行い、そ
の結果、図４Ｃ（ｂ）のように、第２グループ２Ａは５ページ、第１グループ１Ａは２ペ
ージ、第２グループ２Ｂは４ページになったとする（図４Ｃ（ｃ））。したがって、この
時点でのページ総数は１１ページである。
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【０１４６】
　ここで、ページ総数の範囲が１０ページであれば、１ページ超過していることになり、
１ページ減らす必要がある。そこで、第２グループ２Ａを５ページから４ページに減らす
と仮定する（図４Ｃ（ｄ））。そうすると、第１グループ１Ａの２枚の画像が見開きに配
置されず、ページの表裏に配置され好ましくない。そこで、かかる場合は、次のようにレ
イアウト修正する。
【０１４７】
　すなわち、第２グループ２Ａからは減らさずに、第２グループ２Ｂの方から１ページ減
らす（図４Ｃ（ｅ））。これにより、見開き状態を維持したまま、ページ数を減らすこと
ができる。あるいは、第２グループ２Ａから２ページ減らすようにしてもよい（この場合
、余分に１ページ減らすことになる。）。この場合も、見開き状態を維持することができ
る。
【０１４８】
　なお、見開き状態を維持すべき場合は、ページ総数が範囲内であったとしても、見開き
の歌いにならないようなレイアウト設定になる可能性がある。このような判断は、見開き
状態判断部１０５ｂにより行われる。かかる場合も、ページ数を減らすなどして、レイア
ウト修正が行われる（Ｓ７６）。
【０１４９】
　ステップＳ７１でレイアウト固定画像が検出されなかった場合は、ステップＳ７７に進
みレイアウト設定が行われる。このレイアウト設定の内容は、ステップＳ７３におけるグ
ループ毎のレイアウト設定と基本的に同じ処理が行われる。異なる点は、ステップＳ７で
はアルバム全体の画像総数に基づいてレイアウト設定が行われるのに対して、Ｓ７３では
グループ内の画像総数に基づいてレイアウト設定が行われる点である。
【０１５０】
　次いで、設定されたレイアウトのページ総数が、上述したページ総数範囲の範囲内か否
かが判断される（ステップＳ７８）。設定されたレイアウトのページ総数が、上述したペ
ージ総数範囲の範囲内の場合にステップＳ１０に移行する。しかし、そうでない場合、ス
テップＳ７９においてレイアウトの修正処理が実行され、修正されたレイアウトのページ
総数に対してもステップＳ８の判断処理が繰り返される。
【０１５１】
　また、別実施形態において、ステップＳ７３やＳ７７で設定されたレイアウトを画面に
表示し、操作者の所望のレイアウトでない場合に、レイアウト修正部１０６を用いてレイ
アウトを修正するように構成できる。
【０１５２】
　次いで、図１８の画面に移行する。この画面で、アルバムのサイズを選択できる（ステ
ップＳ１０）。この写真店で提供可能なアルバムのサイズを設定できる。料金も同時に表
示する構成とすることで、顧客の選択性も向上される。「詳細○」をタッチすると、アル
バムの仕様画面（不図示）に移行し、詳細データを確認することができる。アルバムのサ
イズは、アルバムサイズデータ（図７）やアルバムテンプレートデータ（図６）に予め設
定されており、操作画面の設定時に適宜設定、変更することができる。また、不要であれ
ば、アルバムサイズの設定を省略することができる。
【０１５３】
　次いで、アルバムサイズの選択の後に、図１９の画面に移行する。この画面で、アルバ
ムのデザインを選択できる（ステップＳ１１）。提供可能なアルバムのデザインを設定で
きる。デザイン一覧から所望のデザインをタッチして、レビュー表示させることができる
。アルバムデザインは、アルバムデザインデータ（図９）やアルバムテンプレートデータ
（図６）に予め設定されており、操作画面の設定時に適宜設定、変更することができる。
また、不要であれば、アルバムデザインの設定を省略することができる。
【０１５４】
　なお、以上のステップＳ１０、Ｓ１１の処理の順番は適宜変更できる。また、ステップ
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Ｓ１０、Ｓ１１を全て省略し、初期値のアルバムサイズ、デザイン等を使用する構成であ
ってもよい。
【０１５５】
　次いで、表紙画像の選択、天地調整に移行する（ステップＳ１２）。図２０の画面にお
いて、表紙に含ませるコマ画像を選択することができる。また、天地調整のためにコマ画
像を回転させることができる。表示コマ数の切り替えや、現時点を基準に古い撮影日順に
あるいは新しい撮影日順に表示を切り替えることができる。なお、ステップＳ１２を省略
し、任意に選択されたコマ画像（例えば、１コマ目、ランダムに選択されたコマ画像等）
を使用する構成であってもよい。なお、上述したように、表紙画像の選択の後に、例えば
図１６の画面を用いて中ページに使用する画像の選択、天地調整を行なうこともできる。
【０１５６】
　図２０の「ＯＫ」ボタンを選択することで画像データの読み込みが開始される（図２１
）。なお、すでにオリジナルの画像データが読み込まれている場合には、この処理は省略
される。
【０１５７】
　アルバム対象として特定され、天地調整されたコマ画像は、アルバム画像データを構成
する。このデータに基づいて、次の図２２の画面では、アルバム表示状態でコマ画像を確
認することができる（ステップＳ１３）。図２２の画面中、２２０１は、製本タイプのア
ルバムの外観を示している。実際には、タイトル欄にタイトルが示され、表紙画像欄には
選択されたコマ画像が示される。図２３に示すように、製本アルバム２３０１は、自動的
に、表表紙から順に１ページづつ最終ページまで開き、ページ単位あるいは見開きページ
単位に、そこに配置されたコマ画像を確認することができる。ページを捲るタイミングは
予め設定されている。また、「停止」ボタン２３０２をタッチすることで任意のページで
停止させることができ、停止させた動作を、「停止」ボタン２３０２を再度タッチさせて
自動捲りを再開するように構成できる。また、「停止」ボタン２３０２をタッチすること
で当該開く動作処理の自動を解除し、「矢印」ボタン２３０３、２３０４の入力指令によ
って１ページごとに捲るように実行する構成もできる。
【０１５８】
　また、部数欄２２０２において、アルバム部数を設定することができる（ステップＳ１
４、Ｓ１５）。初期値として「１部」が設定されている。
【０１５９】
　また、「表紙編集」ボタン２２０３をタッチすることで、図２４の画面に移行し、表紙
の編集をすることができる（ステップＳ１６、１７）。図２４の画面において、表紙画像
欄２４０１のなかに、選択されたコマ画像２４０２が示されている。候補のコマ画像は、
２４０３の欄に示され、任意のコマ画像をタッチして「画像確定」ボタン２４０４をタッ
チすることで、表紙の画像を置き換えることができる。また、コマ画像２４０２は、表紙
画像欄２４０１内を移動することができ、それを右欄２４０５の移動ボタンをタッチして
指示できる。また、コマ画像を回転させたり、拡大・縮小させたりできる。また、「タイ
トル編集」ボタンをタッチすることで、図２５の画面に移行し、メインタイトル２５０１
、サブタイトル、背表紙を編集できる。編集欄２５０２において、編集したい欄をタッチ
させ、不図示の文字キーを画面に表示させてキータッチして文字を編集する構成である。
【０１６０】
　また、「中ページ編集」ボタン２２０４をタッチすることで、図２６の画面に移行し、
中ページの画像を編集することができる（ステップＳ１６、１７）。図２６の画面におい
て、ページ画像欄２６０１のなかに、選択されたコマ画像２６０２が示されている。候補
のコマ画像は、２６０３の欄に示され、任意のコマ画像をタッチして「画像確定」ボタン
２６０４をタッチすることで、コマ画像を置き換えることができる。また、コマ画像２６
０２は、ページ画像欄２６０１内を移動することができ、それを右欄２６０５の移動ボタ
ンをタッチして指示できる。また、コマ画像を回転させたり、拡大・縮小させたりできる
。また、コマ画像ごとに濃度補正を設定したり、赤目補正、逆光補正の設定もできる。
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【０１６１】
　図２３に戻り、アルバム表示状態（コマ画像の確認を含む）、部数、表紙編集、中ペー
ジ編集をすべて確認後、それを確定するために、「プリント画像確定」ボタン２３０５を
タッチする。これによって、アルバムプリント対象の画像およびアルバムの仕様が確定す
る。なお、部数設定、表紙編集、中ページ編集は必須操作ではなく省略することができる
。
【０１６２】
　次いで、図２７に示す画面で、注文に係る料金を表示されることができる。なお、注文
者の氏名や連絡先等を入力するための文字キー、数字キーが表示され、入力操作を受け付
けてもよい。「注文確定」ボタン２７０１をタッチすることで注文内容が確定する（ステ
ップＳ１８）。
【０１６３】
　注文内容が確定すると、ステップＳ１９において、レイアウトのデータが識別情報と共
にレイアウトデータ格納部１０８に記憶される（図２８参照）。このレイアウトのデータ
は、上述したステップＳ４において用いられる。
【０１６４】
　また、注文内容が確定すると、オーダー情報として、アルバムプリント対象の画像デー
タとアルバム設定情報が共に、画像処理装置４に送信される。画像処理装置４は、上述し
たように、画像データとアルバム設定情報から、アルバム画像データを作成する。そして
、オーダーの順番に従ってアルバムプリントの指示を受け付けると、アルバム画像データ
に基づいてアルバムプリント用画像データが作成される。作成されたアルバムプリント用
画像データがインクジェットプリンタ３に送信され、インクジェットプリンタ３によって
、アルバムの表紙、中ページの両面あるいは片面プリント処理が実行される。また、別実
施形態として、プリント注文受付装置１において、アルバムプリント対象の画像データと
アルバム設定情報からアルバム画像データを作成し、このアルバム画像データを画像処理
装置４に送信するように構成できる。また、アルバム画像データからアルバムプリンタ用
画像データを作成せずに、アルバム画像データに基づいてプリンタで印刷できるように構
成できる。
【０１６５】
　（実施形態２）
　本発明のプリント注文受付装置１の上述の機能要素（画像レイアウト設定装置の機能）
を、画像処理装置４に具備させることもできる。この場合、写真店のオペレータが顧客に
代わってアルバム注文の操作を行う。そして、レイアウトを効率よく短時間で設定するこ
とができるため好ましい。
【０１６６】
　（実施形態３）
　本発明のプリント画像レイアウト設定装置の機能要素は、ソフトウェアとハードウェア
（ＣＰＵ（ＭＰＵを含む概念）、メモリ等）の協働作用によって実現でき、専用回路ある
いはファームウエア等で、またはそれらの組み合わせで実現することもできる。
【０１６７】
　ソフトウェアで実現する場合、そのプログラムは以下のようになる。このプログラムは
、記録媒体に記録され、記録媒体に保存された形態として提供可能であり、また、通信回
線を介して提供（ダウンロード提供）されてもよい。通信回線を介して提供される場合、
その一部の機能のみが提供されてもよく、他の一部がサーバ装置に残っていてもよく、全
体の機能として本発明の機能が発揮されていれば本発明の技術的範囲に含まれる。
【０１６８】
　アルバムプリントの画像配置に関する画像レイアウト設定プログラムであって、
　コンピュータに、
　前記アルバムのページ総数の範囲を設定するページ総数範囲設定ステップと、
　アルバムに掲載される画像群の中にレイアウト条件を固定すべきものがあるか否かを検
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出するレイアウト固定画像検出ステップと、
　レイアウト条件を固定すべき画像が検出された場合、アルバムに掲載される画像群を、
レイアウト条件を固定すべき少なくとも１つの第１グループと、レイアウト条件を変更可
能な少なくとも１つの第２グループとに分けるグループ分けステップと、
　前記第１グループおよび第２グループ毎に、レイアウトを設定するグループレイアウト
設定ステップと、
　このグループレイアウト設定ステップにおいて設定されたレイアウトに係るページ総数
が、前記ページ総数範囲設定ステップで設定されたページ総数の範囲内であるか否かを判
断するページ総数判断ステップと、
　このページ総数判断ステップにおいて、ページ総数が範囲内ではないという結果の場合
に、前記第２グループにおけるページ内の画像数を変更して、前記ページ総数が前記ペー
ジ総数の範囲内になるようにレイアウトを修正するレイアウト修正ステップと、を実行さ
せる構成である。
【０１６９】
　また、アルバムの１ページに掲載される最大画像数を設定する最大画像数設定ステップ
と、
　アルバムの前記各グループ内に掲載される画像総数を決定するグループ内画像総数決定
ステップと、コンピュータに実行させる構成であり、
　前記グループレイアウト設定ステップは、前記最大画像数と前記グループ内画像総数に
基づいて、それぞれのページ内の画像数およびページ総数を決定し、レイアウトを設定す
る構成である。
【０１７０】
　また、前記ページ総数判断ステップにおいて、ページ総数が範囲を超えており、かつ、
前記第２グループが複数存在する場合、前記レイアウト修正ステップは、各グループから
均等にページ数を間引く処理を、コンピュータに実行させる構成である。
【０１７１】
　また、アルバムの１ページに掲載される最小画像数に基づいて、アルバムに掲載される
画像群を初期グループ化する初期グループ化ステップを有し、この初期グループ化ステッ
プの後に、前記グループ分けステップをコンピュータに実行させる構成である。
【０１７２】
　上述のプログラムは、画像処理装置４あるいはサーバ装置（不図示）に保存され、ネッ
トワーク（インターネット接続を含む）を介して接続された注文者ＰＣ（携帯型コンピュ
ータ、汎用パソコン、ワークステーション等を含む）の要求に応じてダウンロード可能に
構成される。ダウンロードされたプログラムは、注文者ＰＣにインストールされ実行可能
に構成される。この場合、注文者は、自宅のパソコン上からアルバムプリント注文を簡単
に行える。
【０１７３】
　（別実施形態）
　インクジェットプリンタ３のインクジェット方式は、シリアル走査型のプリントヘッド
を用いた方式に限らず、ライン走査型のプリントヘッドを用いたインクジェット方式でも
よい。
【図面の簡単な説明】
【０１７４】
【図１】写真処理システムの一例について説明するための図
【図２】プリント受付注文装置の機能構成について説明するための図
【図３】インクジェットプリンタの主要構成について説明するための図
【図４】プリント受付注文装置のアルバムプリント注文操作のフローチャート
【図４Ａ】レイアウト設定の詳細を示すフローチャート
【図４Ｂ】グループ分け・レイアウト設定の手順例を示す図
【図４Ｃ】グループ分け・レイアウト設定の手順例を示す図
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【図４Ｄ】グループ分け・レイアウト設定の手順例を示す図
【図５】操作画面の言語データの一例を示す図
【図６】アルバムテンプレートデータの一例を示す図
【図７】アルバムのサイズデータの一例を示す図
【図８】アルバムのレイアウトデータの一例を示す図
【図９】アルバムのテンプレートデザインの一例を示す図
【図１０】注文操作画面の一例について説明するための図
【図１１】注文操作画面の一例について説明するための図
【図１２】注文操作画面の一例について説明するための図
【図１３】注文操作画面の一例について説明するための図
【図１４】注文操作画面の一例について説明するための図
【図１５】注文操作画面の一例について説明するための図
【図１６】注文操作画面の一例について説明するための図
【図１７】注文操作画面の一例について説明するための図
【図１８】注文操作画面の一例について説明するための図
【図１９】注文操作画面の一例について説明するための図
【図２０】注文操作画面の一例について説明するための図
【図２１】注文操作画面の一例について説明するための図
【図２２】注文操作画面の一例について説明するための図
【図２３】注文操作画面の一例について説明するための図
【図２４】注文操作画面の一例について説明するための図
【図２５】注文操作画面の一例について説明するための図
【図２６】注文操作画面の一例について説明するための図
【図２７】注文操作画面の一例について説明するための図
【図２８】レイアウトのデータの一例を示す図
【符号の説明】
【０１７５】
１　　　　プリント注文受付装置
２１　　　表示制御部
２２　　　画像数選択処理部
２３　　　アルバムサイズ選択処理部
２４　　　テンプレートデザイン選択処理部
２５　　　画像選択処理部
２６　　　天地調整処理部
２７　　　アルバム表示処理部
２８　　　画像処理部
２９　　　部数設定部
２８１　　表紙編集部
１０１　　画像総数決定部
１０１ａ　グループ内画像総数決定部
１０２　　最大画像数設定部
１０３　　レイアウト設定部
１０３ａ　グループレイアウト設定部
１０４　　ページ総数範囲設定部
１０５　　レイアウト適正判断部
１０５ａ　ページ総数判断部
１０５ｂ　見開き状態判断部
１０６　　レイアウト修正部
１０７　　レイアウト記憶制御部
１０８　　レイアウトデータ格納部
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１０９　　レイアウト固定画像検出部
１１０　　初期グループ化部
１１１　　グループ分け部
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【図１８】
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